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11.１
第94号
香川県宇多津町うたづ議会だより

　
「
災
害
級
」
と
も
言
わ
れ
た
夏
が
終

わ
り
を
告
げ
、
過
ご
し
や
す
い
季
節
と

な
り
ま
し
た
。

　
読
書
の
秋
、
と
い
う
言
葉
も
あ
り
ま

す
が
最
近
本
は
読
ん
で
い
ま
す
か
？

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
普
及
に
よ
っ
て

情
報
が
手
軽
に
手
に
入
る
よ
う
に
な
り
、

本
を
読
む
機
会
は
減
っ
て
い
る
方
も
多

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
し
か
し
、
読
書
か
ら
得
ら
れ
る
深
い

知
識
や
豊
か
な
表
現
力
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の

短
い
文
章
や
動
画
を
見
る
だ
け
で
は
な

か
な
か
身
に
つ
か
な
い
も
の
で
す
。

　
読
書
は
、
じ
っ
く
り
と
自
分
の
考
え

を
深
め
た
り
、
新
し
い
視
点
を
持
つ
き

っ
か
け
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

　
秋
の
夜
長
、
今
月
は
１
冊
興
味
の
あ

る
本
に
手
を
伸
ば
し
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
？

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
沼
田
　
友
紀
）

議
会
広
報
編
集
委
員
会

委 

員 

長
　
神
出
　
佳
宏

副
委
員
長
　
井
上
　
弘
治
　

委
　  

員
　
沼
田
　
友
紀
　

委
　  

員
　
田
村
　
　
充

委
　  

員
　
藤
本
　
和
代

発
行
責
任
者

議
　  

長
　
宮
本
　
　
隆

　このたびは議会広報モニタリングにご応募いただきましてありがとうございました。
お寄せいただいたご意見について、広報の編集で参考にして、今後の校正に反映させて
いきたいと委員一同考えております。
　
　引き続き、広報編集モニタリングをどうぞよろしくお願いいたします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　議会広報編集委員　一同

うたづ議会だよりモニター　御礼

香川県町村議会議員等研修会
令和６年８月７日

　香川県町村議会議員等研修会に、議員全員と議会事務局の皆さんと一緒に参加して

きた。

　講義のテーマは「議会改革の経緯と展望」だった。地方議会の大切な役割として、

行政をしっかりと監視することや、政策を立案することが挙げられた。これらの役割

をきちんと果たすことが、住民の皆さんからの信頼に繋がるというお話だった。

　中には、行政の監視機能を強化しながら、積極的に新しい政策を提案している議会

もある。こうした取り組みが、地域の福祉向上に結びついているということである。

　さらに、これからの議会には、行政の運営をマネジメントする役割も求められてい

るとのことだった。今回の学びを今後の議会運営にしっかりと活かしていきたいと思

う。

定例会「令和５年度一般会計歳入歳出決算認定」ほか
議員の賛否・町政を問う
一般質問「リチウム蓄電池等の回収について」ほか
委員会視察報告
うたづ議会だよりモニター御礼 ほか
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定
例
会
報
告

定
例
会
報
告

第
３
回
定
例
会

令
和
６
年
第
３
回
定
例
会
は
、
９
月
９
日
に

開
催
さ
れ
認
定
５
件
、
議
案
４
件
、
同
意
１

件
他
発
議
１
件
を
、
慎
重
に
審
議
し
ま
し
た
。

令
和
５
年
度
宇
多
津
町
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算

認
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　    

（
賛
成
多
数
で
認
定
）

　
歳
入
決
算
額
は
77
億
５
０
４
９
万
円
、
歳
出
決
算
額

は
72
億
３
４
５
７
万
円
。
差
引
額
は
約
５
億
１
５
９
２

万
円
。

　
歳
出
の
主
な
構
成
比
は
、
民
生
費
40
％
、
教
育
費
14

・
７
％
、
総
務
費
14
・
２
％
、
衛
生
費
８
・
８
％
、
公

債
費
７
・
６
％
な
ど
で
あ
る
。
性
質
別
の
主
な
構
成
比

は
扶
助
費
26
・
８
％
、
人
件
費
16
・
８
％
、
物
件
費
16

・
１
％
、
補
助
金
な
ど
10
・
１
％
で
あ
っ
た
。

令
和
５
年
度
宇
多
津
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算
認
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　    

（
全
会
一
致
で
認
定
）

　
歳
入
決
算
額
は
15
億
９
３
９
０
万
円
、
歳
出
決
算
額

は
15
億
１
７
５
９
万
円
。
差
引
額
は
約
７
６
３
１
万
円
。

　
歳
出
の
主
な
も
の
は
、
保
険
給
付
費
は
１
人
当
た
り

の
給
付
額
が
昨
年
比
約
４
０
０

０
円
増
で
あ
っ
た
。
被
保
険
者

は
年
々
減
少
し
て
い
る
。
医
療

の
高
度
化
な
ど
に
よ
り
１
人
当

た
り
の
医
療
費
は
増
加
し
て
い

る
。

令
和
５
年
度
宇
多
津
町
介
護
保
険
特
別
会
計
歳
入

歳
出
決
算
認
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　    

（
全
会
一
致
で
認
定
）

　
歳
入
決
算
額
は
11
億
１
１
３
９
万
円
、
歳
出
決
算
額

は
10
億
７
３
１
２
万
円
。
差
引
額
は
３
８
２
７
万
円
。

　
介
護
認
定
者
の
増
加
に
加
え
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
５
類
移
行
に
よ
っ
て
各
種
サ
ー
ビ
ス
の
制

限
が
緩
和
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
に
よ
り
保
険
給
付
費
全
体

が
増
額
と
な
っ
た
。

令
和
５
年
度
宇
多
津
町
後
期
高
齢
者
医
療
特
別

会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　   

（
全
会
一
致
で
認
定
）

　
歳
入
決
算
額
は
２
億
３
０
７
０
万
円
、
歳
出
決
算

額
は
２
億
２
５
６
０
万
円
。
差
引
額
は
５
１
０
万
円
。

　
被
保
険
者
の
増
加
に
伴
い
歳
入
歳
出
と
も
増
額
。

被
保
険
者
１
人
当
た
り
の
保
険
料
や
医
療
費
も
増
額

と
な
っ
た
。
今
後
も
被
保
険
者
の
増
加
が
予
想
さ
れ

る
。

令
和
５
年
度
宇
多
津
町
下
水
道
事
業
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算
認
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　    

（
全
会
一
致
で
認
定
）

　
歳
入
決
算
額
は
７
億
７
４
２
９
万
円
、
歳
出
決
算
額

は
６
億
４
４
９
４
万
円
。
差
引
額
は
１
億
２
９
３
５
万

円
。

　
令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら
地
方
公
営
企
業
法
の
一
部

適
用
に
伴
い
、
令
和
６
年
３
月
31
日
を
も
っ
て
打
ち
切

り
決
算
を
行
っ
た
。

　
全
て
の
会
計
に
お
い
て
黒
字
決
算
の
た
め
、
将
来
負

担
比
率
は
引
き
続
き
０
％
以
下
と
な
っ
た
。
将
来
的
な

財
政
負
担
を
見
据
え
必
要
な
資
金
を
計
画
的
に
積
み
立

て
る
な
ど
持
続
可
能
で
計
画
的
な
財
政
運
営
に
努
め
る

こ
と
を
期
待
す
る
。

令
和
６
年
度
宇
多
津
町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
４
号
）
　
　
　
　
　
　
３
億
１
８
５
７
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

　
（
全
会
一
致
で
可
決
）

令
和
６
年
度
補
正
予
算

　
南
部
す
く
す
く
ス
ク
エ
ア
の
防
音
対
策
の
設
計
、
地

域
お
こ
し
隊
事
業
、
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
の
町
負
担
金
、

子
ど
も
食
堂
へ
の
支
援
金
、
学
校
運
営
費
で
消
火
設

備
（
耐
用
年
数
が
き
た
も
の
）
更
新
な
ど

宇
多
津
町
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

　
（
全
会
一
致
で
可
決
）

宇
多
津
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

　
（
賛
成
多
数
で
可
決
）

香
川
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
規
約
の
一
部

変
更
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

　
（
賛
成
多
数
で
可
決
）

宇
多
津
町
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

　
（
全
会
一
致
で
同
意
）

人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推
薦
に
つ
き
意
見
を

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  
　
（
全
会
一
致
で
適
任
）

議
案
第
24
号
令
和
６
年
度
宇
多
津
町
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
４
号
）
に
対
す
る
附
帯
決
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

　
（
賛
成
少
数
で
否
決
）
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定
例
会
報
告

定
例
会
報
告

第
３
回
定
例
会

令
和
６
年
第
３
回
定
例
会
は
、
９
月
９
日
に

開
催
さ
れ
認
定
５
件
、
議
案
４
件
、
同
意
１

件
他
発
議
１
件
を
、
慎
重
に
審
議
し
ま
し
た
。

令
和
５
年
度
宇
多
津
町
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算

認
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　    

（
賛
成
多
数
で
認
定
）

　
歳
入
決
算
額
は
77
億
５
０
４
９
万
円
、
歳
出
決
算
額

は
72
億
３
４
５
７
万
円
。
差
引
額
は
約
５
億
１
５
９
２

万
円
。

　
歳
出
の
主
な
構
成
比
は
、
民
生
費
40
％
、
教
育
費
14

・
７
％
、
総
務
費
14
・
２
％
、
衛
生
費
８
・
８
％
、
公

債
費
７
・
６
％
な
ど
で
あ
る
。
性
質
別
の
主
な
構
成
比

は
扶
助
費
26
・
８
％
、
人
件
費
16
・
８
％
、
物
件
費
16

・
１
％
、
補
助
金
な
ど
10
・
１
％
で
あ
っ
た
。

令
和
５
年
度
宇
多
津
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算
認
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　    

（
全
会
一
致
で
認
定
）

　
歳
入
決
算
額
は
15
億
９
３
９
０
万
円
、
歳
出
決
算
額

は
15
億
１
７
５
９
万
円
。
差
引
額
は
約
７
６
３
１
万
円
。

　
歳
出
の
主
な
も
の
は
、
保
険
給
付
費
は
１
人
当
た
り

の
給
付
額
が
昨
年
比
約
４
０
０

０
円
増
で
あ
っ
た
。
被
保
険
者

は
年
々
減
少
し
て
い
る
。
医
療

の
高
度
化
な
ど
に
よ
り
１
人
当

た
り
の
医
療
費
は
増
加
し
て
い

る
。

令
和
５
年
度
宇
多
津
町
介
護
保
険
特
別
会
計
歳
入

歳
出
決
算
認
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　    

（
全
会
一
致
で
認
定
）

　
歳
入
決
算
額
は
11
億
１
１
３
９
万
円
、
歳
出
決
算
額

は
10
億
７
３
１
２
万
円
。
差
引
額
は
３
８
２
７
万
円
。

　
介
護
認
定
者
の
増
加
に
加
え
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
５
類
移
行
に
よ
っ
て
各
種
サ
ー
ビ
ス
の
制

限
が
緩
和
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
に
よ
り
保
険
給
付
費
全
体

が
増
額
と
な
っ
た
。

令
和
５
年
度
宇
多
津
町
後
期
高
齢
者
医
療
特
別

会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　   

（
全
会
一
致
で
認
定
）

　
歳
入
決
算
額
は
２
億
３
０
７
０
万
円
、
歳
出
決
算

額
は
２
億
２
５
６
０
万
円
。
差
引
額
は
５
１
０
万
円
。

　
被
保
険
者
の
増
加
に
伴
い
歳
入
歳
出
と
も
増
額
。

被
保
険
者
１
人
当
た
り
の
保
険
料
や
医
療
費
も
増
額

と
な
っ
た
。
今
後
も
被
保
険
者
の
増
加
が
予
想
さ
れ

る
。

令
和
５
年
度
宇
多
津
町
下
水
道
事
業
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算
認
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　    

（
全
会
一
致
で
認
定
）

　
歳
入
決
算
額
は
７
億
７
４
２
９
万
円
、
歳
出
決
算
額

は
６
億
４
４
９
４
万
円
。
差
引
額
は
１
億
２
９
３
５
万

円
。

　
令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら
地
方
公
営
企
業
法
の
一
部

適
用
に
伴
い
、
令
和
６
年
３
月
31
日
を
も
っ
て
打
ち
切

り
決
算
を
行
っ
た
。

　
全
て
の
会
計
に
お
い
て
黒
字
決
算
の
た
め
、
将
来
負

担
比
率
は
引
き
続
き
０
％
以
下
と
な
っ
た
。
将
来
的
な

財
政
負
担
を
見
据
え
必
要
な
資
金
を
計
画
的
に
積
み
立

て
る
な
ど
持
続
可
能
で
計
画
的
な
財
政
運
営
に
努
め
る

こ
と
を
期
待
す
る
。

令
和
６
年
度
宇
多
津
町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
４
号
）
　
　
　
　
　
　
３
億
１
８
５
７
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

　
（
全
会
一
致
で
可
決
）

令
和
６
年
度
補
正
予
算

　
南
部
す
く
す
く
ス
ク
エ
ア
の
防
音
対
策
の
設
計
、
地

域
お
こ
し
隊
事
業
、
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
の
町
負
担
金
、

子
ど
も
食
堂
へ
の
支
援
金
、
学
校
運
営
費
で
消
火
設

備
（
耐
用
年
数
が
き
た
も
の
）
更
新
な
ど

宇
多
津
町
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

　
（
全
会
一
致
で
可
決
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宇
多
津
町
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健
康
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す
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決
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て
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致
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意
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護
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者
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る
こ
と
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つ
い
て
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全
会
一
致
で
適
任
）

議
案
第
24
号
令
和
６
年
度
宇
多
津
町
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般
会
計
補

正
予
算
（
第
４
号
）
に
対
す
る
附
帯
決
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

　
（
賛
成
少
数
で
否
決
）
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同
数
の
時
の
み
、
裁
決
を
行
う
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◯は賛成、×は反対、欠は欠席、△は採決退席

× ◯ 欠× × × × ××

◯

◯

◯

◯

◯

◯

×

×

×

議      

案

認

　
　定

発
議

同
意

諮
問

議案第２４号令和６年度度宇多津町一
般会計補正予算（第４号）に対する
附帯決議

令和５年度宇多津町国民健康保険特別
会計歳入歳出決算認定

令和５年度宇多津町介護保険特別会計
歳入歳出決算認定

令和５年度宇多津町一般会計歳入歳出
決算認定

令和５年度宇多津町後期高齢者医療特
別会計歳入歳出決算認定

令和５年度宇多津町下水道特別会計歳
入歳出決算認定

令和６年度宇多津町一般会計補正予算
（第４号）

宇多津町子ども・子育て会議条例の一
部を改正する条例

宇多津町国民健康保険条例の一部を改
正する条例

宇多津町後期高齢者医療広域連合規約
の一部変更

宇多津町教育委員会委員の任命

人権擁護委員の候補者の推薦につき
意見を求めること

【第３回定例会の議案に対する議員の賛否】

◯

◯

　一般会計から繰り入れする額が右肩上が
りである。見解は。
　広域連合で実施しているため、事務費の
割合は決められている。また低所得者の負
担金などがある。

Q

A

　単純計算、１人当たりどれくらいの医療費
を使っているか。
　後期高齢者医療は１人約82万円の医療を
受けていることとなる。

Q

A

令和5年度宇多津町後期高齢者
医療特別会計歳入歳出決算認定

　出産育児一時金の額面が下がっている。
出生数の低下をどのように受け止めるか。

　昨年度比41％減の６件の出生である（国
保のみ）。コロナ禍は動きのなかった若い世
代の転出もある。町は小中学校給食費無償
化等を含む大胆な少子化対策を実施してい
く。

Q

A

　単純計算、１人当たりどれくらいの負担でど
れくらいの医療費を使っているか。
　国民健康保険は１人約10万円弱の保険税
ベースで約40万円弱の医療を受けているこ
ととなる。

Q

A

令和5年度宇多津町国民健康
保険特別会計歳入歳出決算認定　子ども食堂の助成に関わる事業費は用途

の制限や助成の時期・方法は決まっているか。
　50万円（上限）×３団体とし、用途は食料
品や文房具、会場使用料等決まっていない。
助成の方法は団体の使いやすいよう柔軟に
使用できるよう補助の要綱を作る。

Q

　観光振興事業費を充てるボランティアガイ
ドはどのように募集や広報を考えているか。
Q

　瀬戸内国際芸術祭への負担金100万円計
上は、同イベントに対して負担した金額から
さらに必要なのか。

Q

A

令和6年度宇多津町
一般会計補正予算（第４号）

総務建設・教育民生常任委員会

総
務
建
設
・
教
育
民
生
常
任
委
員
会

QQ

Q

A
A

A
A

A

Q

A

Q

Q

　高木（丈の高い樹木）や樹木の管理はど
こをどのくらい実施して1000万必要なのか。
　現在は1000万円程度かけ４区域に分け
計画的に行っている。新都市を中心に植樹
して30年余り経ち、根も広がっている。
木も生き物であり管理が課題である。
　消防設備の空気ボンベ購入は、追加購入
か？ 買い替えの購入か？

　先方の改修期間に伴い、令和7年（来年度）
まで収入が見込まれる。

　給食事業収入で県立香川丸亀支援学校
（旧：養護学校）分はいつまで入ってくるのか。

A

Q

　観光動画を作成したが、再生数や費用対効
果は。

　町リース契約しているバス１台のエアコン
が故障している。どうするのか。

　作成当初と比べ再生回数の少し伸び悩み
はあるが、インバウンド（外国人観光客）の注
目度は高い。

A
Q　経常収支比率が高いが受け止めは。
　黒字である。引き続き健全な財政運営に努
める。

　暑い時期は使用していない。現状、この対
応で間に合っている。

　空気ボンベ10本を買い替えている。

令和5年度宇多津町
一般会計歳入歳出決算認定

　小学生から大人まで半年かけて研修した
りガイドマップの作成を考えている。
A

　町内の実行委員会に必要な経費となる。A

　第１号被保険者（65歳以上）の普通徴収
（年金天引き以外）が収入未済になりがちで
ある。どのように対応しているか。
　口座振替も実施しているが、他の納税納
付の関係で引き落とし不納の場合がある。
納付時期を分け、案内し未納の場合には連
絡をしたり現年の納付を優先しつつ相談に
応じている。
　一般介護予防費の報償費が減少しているが。

　各種事業で講師派遣が減少したため。

令和5年度宇多津町介護保険
特別会計歳入歳出決算認定

・リチウム蓄電池等の回収について
・軟骨伝導イヤホンの導入について

・線状降水帯対応を含む水害対策
　他５件

・新たな資金調達する他自治体の動き
・改正地方自治法の懸念点を問う

・災害時対応の準備を
・災害に備える町づくりについて

・いつでも使えるＡＥＤを
・高齢者のうつ対策は

・災害廃棄物処理が円滑になるように
　他１件

・指定避難所利用について
　他１件 

・まんでがん体操の更なる支援を

・少人数学級と教員の処遇改善を
　他１件

井上　弘治

町政を問う町政を問う
（一般質問の件名）

西本　祐子

田村　　充

藤本　和代

宮本　敦夫

沼田　友紀

大松喜次郎 神出　佳宏

水本冨美子
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一
般
質
問

軟骨伝導イヤホン

井上　弘治　議員
いのうえ　   こう   じ

　
　
今
年
６
月
に
公
布
さ
れ

た
改
正
法
に
お
い
て
特
例
が

規
定
さ
れ
て
い
る
。
大
規
模

災
害
、
感
染
症
の
ま
ん
延
な

ど
国
民
の
安
全
に
重
大
な
影

響
を
及
ぼ
す
事
態
が
発
生
、

発
生
す
る
恐
れ
が
あ
る
場
合

に
講
ず
べ
き
措
置
に
関
し
、

補
充
的
な
指
示
が
出
来
る
と

さ
れ
て
い
る
。

　
平
成
28
年
の
熊
本
地
震
で

改
正
地
方
自
治
法
の
懸
念
点
を
問
う

新
た
に
資
金
調
達
す
る
他
自
治
体
の
動
き

　
　
自
治
体
、
自
治
体
が
認

め
た
個
人
・
団
体
が
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
オ
ー
ナ
ー
と
な
り
、

資
金
を
募
る
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ
型
の
ふ
る
さ
と

納
税
が
あ
る
。
こ
の
制
度
を

通
し
て
行
わ
れ
た
寄
附
金
は
、

従
来
の
ふ
る
さ
と
納
税
の
寄

　
　
　
　
　
　
　
本
町
に
お

い
て
も
利
用
す
る
こ
と
は
可

能
。
自
主
財
源
の
確
保
に
も

な
る
こ
と
か
ら
町
全
体
の
事

業
に
お
い
て
調
査
検
討
し
て

い
き
た
い
。

附
と
同
じ
よ
う
に
扱
わ
れ
る
。

ま
た
目
標
金
額
に
到
達
し
な

く
て
も
、
集
ま
っ
た
金
額
を

も
と
に
事
業
を
行
う
事
が
可

能
な
為
、
返
金
さ
れ
る
こ
と

は
な
い
制
度
。
本
町
も
歳
入

増
加
に
向
け
て
取
り
組
ん
で

み
て
は
ど
う
か
。

国
か
ら
〝
屋
内
に
避
難
す
る

よ
う
に
〞
指
示
が
出
た
。
益

城
町
は
そ
の
指
示
に
従
わ
ず
、

結
果
の
ち
に
起
き
た
避
難
所

の
天
井
崩
落
か
ら
被
害
を
免

れ
た
。
こ
の
事
例
が
あ
る
よ

う
に
国
が
指
示
権
を
行
使
し

た
場
合
、
そ
の
指
示
に
問
題

が
あ
れ
ば
ど
の
よ
う
な
運
用

と
な
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
国
か
ら
の

示
さ
れ
て
い
る
運
用
な
ど
の

考
え
方
に
お
い
て
そ
の
指
示

は
必
要
な
限
度
に
お
い
て
行

う
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
地

方
公
共
団
体
の
自
主
性
、
自

立
性
に
配
慮
し
て
行
わ
れ
る

必
要
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

　
町
に
お
い
て
は
地
方
自
治

の
本
旨
に
反
し
、
安
易
に
行

使
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、

十
分
に
事
前
協
議
を
行
い
、

現
場
の
実
情
を
適
切
に
踏
ま

え
た
措
置
と
な
る
よ
う
運
用

さ
れ
る
べ
き
だ
と
考
え
て
い

る
。

リ
チ
ウ
ム
蓄
電
池
等
の
回
収
に
つ
い
て

軟
骨
伝
導
イ
ヤ
ホ
ン
の
導
入
に
つ
い
て

水本　冨美子　議員
みずもと       ふ　み　こ

　
　
環
境
省
に
よ
る
と
、
廃

棄
物
処
理
時
の
リ
チ
ウ
ム
蓄

電
池
に
起
因
す
る
と
疑
わ
れ

る
火
災
事
故
の
発
生
件
数
は
、

令
和
４
年
度
は
４
２
６
０
件
。

発
煙
発
火
を
含
む
発
生
件
数

は
１
万
６
５
１
７
件
。
環
境

省
は
自
治
体
に
対
し
処
理
前

の
目
視
で
の
危
険
物
除
去
や
、

住
民
へ
の
周
知
強
化
を
呼
び

　
　
　
　
　
　
　
　
本
町
は
、

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
の
乾

電
池
は
資
源
ご
み
収
集
時
に

乾
電
池
の
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を

設
け
て
対
応
し
て
い
る
。
そ

れ
以
外
の
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
、

電
動
ハ
ブ
ラ
シ
等
の
小
型
家

電
に
つ
い
て
は
、
小
型
家
電

回
収
リ
サ
イ
ク
ル
と
し
て
回

収
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
し
回
収
。

　
　
耳
が
聞
こ
え
づ
ら
い
高

齢
者
の
方
々
と
の
や
り
取
り

を
円
滑
に
す
る
た
め
、
耳
の

軟
骨
を
振
動
さ
せ
、
音
を
伝

え
る
軟
骨
伝
導
イ
ヤ
ホ
ン
が

注
目
を
集
め
て
い
る
。
こ
の

イ
ヤ
ホ
ン
は
、
耳
の
周
辺
の

軟
骨
を
通
し
て
音
を
伝
え
る

新
技
術
を
活
用
し
た
イ
ヤ
ホ

ン
で
、
耳
の
穴
を
完
全
に
塞

モ
バ
イ
ル
バ
ッ
テ
リ
ー
は
、

現
在
、
適
正
処
理
困
難
物
と

し
て
収
集
し
て
い
な
い
。
可

燃
ご
み
・
不
燃
ご
み
に
混
ぜ

な
い
よ
う
お
願
い
し
て
い
る
。

モ
バ
イ
ル
バ
ッ
テ
リ
ー
な
ど
、

小
型
充
電
式
電
池
の
処
分
は

今
後
の
課
題
と
し
て
調
査
研

究
し
て
い
く
。

　
　
　
　
　
　
現
在
、
庁
舎

窓
口
に
、
携
帯
助
聴
器
を
備

え
付
け
て
い
る
が
、
少
し
音

が
こ
も
っ
て
い
る
と
感
じ
る
。

そ
の
他
に
筆
談
用
メ
モ
パ
ッ

ド
を
使
用
し
た
り
、
横
に
座

っ
て
対
話
し
た
り
、
住
民
に

寄
り
添
い
対
応
し
て
い
る
。

今
後
、
町
民
の
皆
様
の
ニ
ー

ズ
に
合
わ
せ
検
討
し
て
い
く
。

か
け
て
い
る
。
不
適
切
に
捨

て
れ
ば
大
事
故
に
繋
が
る
可

能
性
が
あ
り
、
適
切
に
回
収

す
れ
ば
、
希
少
資
源
の
リ
サ

イ
ク
ル
に
繋
が
る
こ
と
か
ら
、

分
別
の
徹
底
が
重
要
と
な
る
。

そ
こ
で
、
本
町
の
リ
チ
ウ
ム

蓄
電
池
、
リ
チ
ウ
ム
蓄
電
池

使
用
製
品
の
分
別
回
収
に
つ

い
て
伺
う
。

が
な
い
た
め
清
潔
で
あ
り
、

雑
音
を
取
り
除
く
機
能
が
あ

り
、
小
さ
な
声
も
は
っ
き
り

と
聞
く
こ
と
が
で
き
る
。
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
円
滑

に
す
る
た
め
、
庁
舎
窓
口
に

軟
骨
伝
導
イ
ヤ
ホ
ン
を
導
入

で
き
な
い
か
伺
う
。
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小
西
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民
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活
課
長

一
般
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問

一
般
質
問

友愛訪問…高齢者の見守り活動。
老人会会員に限らず、一人暮らし
の方などを対象に訪問や声かけを
している。

　
　
一
次
仮
置
場
候
補
地
の

大
束
川
浄
化
セ
ン
タ
ー
を
訪

れ
る
と
、
草
が
茂
り
、
木
が

伸
び
て
い
た
。
草
刈
り
な
ど

が
大
変
で
、
始
動
す
る
の
に

時
間
が
か
か
る
と
感
じ
た
。

管
理
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。

　
他
の
自
治
体
の
廃
棄
物
処

理
計
画
を
見
る
と
、
地
域
仮

置
場
の
分
類
が
あ
る
。
そ
れ

は
、
被
災
地
域
内
に
設
置
す

る
主
に
被
災
し
た
家
財
道
具

類
の
仮
置
き
や
、
道
路
な
ど

に
無
秩
序
廃
棄
物
の
放
置
を

防
ぐ
、
自
己
搬
入
す
る
小
規

模
な
仮
置
場
の
こ
と
で
あ
る
。

町
は
地
域
仮
置
場
の
設
置
を

す
る
の
か
。
ま
た
、
前
も
っ

て
、
場
所
を
検
討
す
る
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
災
害
廃
棄
物
処
理
計
画
に

「
町
が
独
自
に
行
う
教
育
訓

練
で
、
収
集
か
ら
最
終
処
分

を
想
定
し
た
図
上
演
習
や
仮

置
場
の
設
置
運
営
な
ど
を
実

施
す
る
。
」
と
あ
る
。
今
ま

で
に
実
施
し
た
こ
と
は
あ
る

の
か
。

　
大
き
な
災
害
が
起
き
た
時
、

ゴ
ミ
を
ど
う
す
れ
ば
い
い
の

か
が
分
か
る
よ
う
に
し
た

「
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
や
チ
ラ
シ
」

を
作
成
し
て
い
る
自
治
体
も

あ
る
。
急
な
対
応
は
難
し
い

の
で
、
基
本
的
な
事
項
を
定

め
た
も
の
を
町
民
に
周
知
し

て
い
た
方
が
い
い
と
思
う
が
、

ど
う
か
。

　
市
区
町
村
の
災
害
廃
棄
物

処
理
計
画
は
、
地
震
に
対
応

し
た
内
容
が
多
い
。
そ
こ
で
、

環
境
省
は
指
針
を
改
定
し
、

地
震
と
水
害
そ
れ
ぞ
れ
に
応

じ
た
廃
棄
物
の
推
計
方
法
な

ど
を
示
し
た
。
本
町
の
状
況

は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
除
草
な

ど
は
県
有
地
で
あ
る
た
め
、

県
が
行
っ
て
い
る
が
、
災
害

時
に
備
え
、
県
と
協
議
・
検

討
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

　
地
域
仮
置
場
の
設
置
は
、

現
在
も
、
定
め
ら
れ
て
な
い

が
、
現
課
に
お
い
て
各
地
域

の
候
補
地
の
リ
ス
ト
ア
ッ
プ

に
向
け
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
教
育
訓
練
は
、
県
主
催
の

訓
練
に
は
参
加
し
て
い
る
が
、

町
独
自
の
訓
練
は
行
っ
て
い

な
い
。
調
査
・
研
究
を
行
い

た
い
。

　
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
や
チ
ラ
シ

も
、
作
成
し
て
い
る
自
治
体

を
参
考
に
、
調
査
・
研
究
を

行
い
た
い
。

　
処
理
計
画
で
、
大
規
模
水

害
に
お
け
る
基
本
方
針
や
概

要
は
策
定
し
て
い
る
が
、
具

体
的
な
処
理
見
込
み
量
は
示

し
て
い
な
い
。
今
後
想
定
さ

れ
る
南
海
ト
ラ
フ
地
震
な
ど

の
津
波
被
害
だ
け
で
な
く
、

近
年
多
発
し
て
い
る
線
状
降

水
帯
に
よ
る
水
害
被
害
を
考

慮
し
た
計
画
の
改
定
に
向
け

て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

　

観
光
案
内
看
板
の
改
善
を

災
害
廃
棄
物
処
理
が
円
滑
に
な
る
よ
う
に

大松　喜次郎　議員
だいまつ　　 き   じ ろう

高
齢
者
の
う
つ
対
策
は

い
つ
で
も
使
え
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
を

西本　祐子　議員
にしもと　　ゆう こ

　
　
表
示
や
設
置
場
所
が
わ

か
り
に
く
い
所
も
あ
る
。
小

中
学
校
の
体
育
館
な
ど
は
い

つ
で
も
使
用
で
き
る
よ
う
、

外
に
設
置
で
き
な
い
か
。

　
　
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
24
時
間

利
用
で
き
る
と
こ
ろ
へ
の
設

置
は
。

　
　
Ａ
Ｅ
Ｄ
に
よ
る
電
気
シ

ョ
ッ
ク
な
ど
の
処
置
の
時
間

は
、
１
分
遅
れ
る
ご
と
に
救

命
率
が
10
％
ず
つ
低
下
す
る

と
い
わ
れ
て
お
り
、
少
し
で

も
早
く
使
用
す
る
こ
と
が
大

切
で
あ
る
。

　
本
町
で
も
保
健
セ
ン
タ
ー

な
ど
の
公
共
施
設
や
幼
小
中

学
校
な
ど
に
設
置
さ
れ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
保
健
セ
ン

タ
ー
を
は
じ
め
、
各
公
共
施

設
22
か
所
と
消
防
車
両
の
23

台
設
置
し
て
い
る
。
設
置
場

所
に
つ
い
て
責
任
者
は
把
握

る
が
、
常
駐
の
ス
タ
ッ
フ
は

設
置
場
所
を
把
握
し
て
い
る

の
か
。
ま
た
使
い
方
の
講
習

は
受
け
て
い
る
の
か
。

し
て
い
る
が
、
今
後
は
ス
タ

ッ
フ
全
員
に
周
知
徹
底
し
た

い
。
講
習
が
で
き
て
い
な
い

と
こ
ろ
は
進
め
て
い
く
。

　
　
　
　
　
　
　
学
校
と
も

協
議
し
て
検
討
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
豊

市
な
ど
で
は
コ
ン
ビ
ニ
と
協

定
を
結
ん
で
設
置
し
て
い
る
。

　
　
高
齢
者
の
う
つ
は
認
知

機
能
の
低
下
と
並
ん
で
危
惧

さ
れ
る
。
大
切
な
人
と
の
別

れ
や
自
分
の
病
気
、
居
住
環

境
の
変
化
、
社
会
的
な
孤
立

な
ど
の
誘
因
が
あ
る
。

　
高
齢
者
の
う
つ
は
認
知
症

と
間
違
え
ら
れ
や
す
い
が
、

早
期
発
見
し
て
治
療
す
る
こ

と
が
で
き
、
そ
の
後
認
知
症

に
な
る
リ
ス
ク
を
減
ら
せ
る
。

さ
ま
ざ
ま
な
介
護
予
防
事
業

を
し
て
い
る
が
、
高
齢
者
の

う
つ
に
対
し
て
は
ど
う
な
の

か
。

　
　
保
健
師
な
ど
の
訪
問
は

大
切
だ
が
、
手
が
足
り
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
う
つ
を

防
ぐ
た
め
に
は
人
と
の
交
流

を
持
ち
続
け
る
こ
と
や
適
度

な
運
動
、
バ
ラ
ン
ス
の
良
い

食
生
活
な
ど
が
重
要
で
あ
る
。

本
町
で
は
作
品
づ
く
り
や
音

楽
鑑
賞
な
ど
で
交
流
を
図
る

集
い
の
場
づ
く
り
や
健
康
・

栄
養
教
室
な
ど
を
行
っ
て
い

る
。
ま
た
、
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
に
専
門
職
に
よ
る

相
談
体
制
を
整
備
し
、
高
齢

者
の
う
つ
病
予
防
に
努
め
て

い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
高
齢
者

に
は
い
ろ
い
ろ
な
見
守
り
が

必
要
で
あ
る
。
地
域
の
サ
ポ

ー
ト
体
制
や
相
談
体
制
を
強

化
し
て
い
く
。

と
思
わ
れ
る
。
老
人
会
女
性

委
員
の
友
愛
訪
問
を
参
考
に
、

介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
さ
ん

な
ど
に
も
協
力
し
て
も
ら
っ

て
は
。

コンビニ内に設置された
AED（三豊市内）
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小
西
住
民
生
活
課
長

一
般
質
問

一
般
質
問

友愛訪問…高齢者の見守り活動。
老人会会員に限らず、一人暮らし
の方などを対象に訪問や声かけを
している。

　
　
一
次
仮
置
場
候
補
地
の

大
束
川
浄
化
セ
ン
タ
ー
を
訪

れ
る
と
、
草
が
茂
り
、
木
が

伸
び
て
い
た
。
草
刈
り
な
ど

が
大
変
で
、
始
動
す
る
の
に

時
間
が
か
か
る
と
感
じ
た
。

管
理
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。

　
他
の
自
治
体
の
廃
棄
物
処

理
計
画
を
見
る
と
、
地
域
仮

置
場
の
分
類
が
あ
る
。
そ
れ

は
、
被
災
地
域
内
に
設
置
す

る
主
に
被
災
し
た
家
財
道
具

類
の
仮
置
き
や
、
道
路
な
ど

に
無
秩
序
廃
棄
物
の
放
置
を

防
ぐ
、
自
己
搬
入
す
る
小
規

模
な
仮
置
場
の
こ
と
で
あ
る
。

町
は
地
域
仮
置
場
の
設
置
を

す
る
の
か
。
ま
た
、
前
も
っ

て
、
場
所
を
検
討
す
る
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
災
害
廃
棄
物
処
理
計
画
に

「
町
が
独
自
に
行
う
教
育
訓

練
で
、
収
集
か
ら
最
終
処
分

を
想
定
し
た
図
上
演
習
や
仮

置
場
の
設
置
運
営
な
ど
を
実

施
す
る
。
」
と
あ
る
。
今
ま

で
に
実
施
し
た
こ
と
は
あ
る

の
か
。

　
大
き
な
災
害
が
起
き
た
時
、

ゴ
ミ
を
ど
う
す
れ
ば
い
い
の

か
が
分
か
る
よ
う
に
し
た

「
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
や
チ
ラ
シ
」

を
作
成
し
て
い
る
自
治
体
も

あ
る
。
急
な
対
応
は
難
し
い

の
で
、
基
本
的
な
事
項
を
定

め
た
も
の
を
町
民
に
周
知
し

て
い
た
方
が
い
い
と
思
う
が
、

ど
う
か
。

　
市
区
町
村
の
災
害
廃
棄
物

処
理
計
画
は
、
地
震
に
対
応

し
た
内
容
が
多
い
。
そ
こ
で
、

環
境
省
は
指
針
を
改
定
し
、

地
震
と
水
害
そ
れ
ぞ
れ
に
応

じ
た
廃
棄
物
の
推
計
方
法
な

ど
を
示
し
た
。
本
町
の
状
況

は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
除
草
な

ど
は
県
有
地
で
あ
る
た
め
、

県
が
行
っ
て
い
る
が
、
災
害

時
に
備
え
、
県
と
協
議
・
検

討
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

　
地
域
仮
置
場
の
設
置
は
、

現
在
も
、
定
め
ら
れ
て
な
い

が
、
現
課
に
お
い
て
各
地
域

の
候
補
地
の
リ
ス
ト
ア
ッ
プ

に
向
け
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
教
育
訓
練
は
、
県
主
催
の

訓
練
に
は
参
加
し
て
い
る
が
、

町
独
自
の
訓
練
は
行
っ
て
い

な
い
。
調
査
・
研
究
を
行
い

た
い
。

　
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
や
チ
ラ
シ

も
、
作
成
し
て
い
る
自
治
体

を
参
考
に
、
調
査
・
研
究
を

行
い
た
い
。

　
処
理
計
画
で
、
大
規
模
水

害
に
お
け
る
基
本
方
針
や
概

要
は
策
定
し
て
い
る
が
、
具

体
的
な
処
理
見
込
み
量
は
示

し
て
い
な
い
。
今
後
想
定
さ

れ
る
南
海
ト
ラ
フ
地
震
な
ど

の
津
波
被
害
だ
け
で
な
く
、

近
年
多
発
し
て
い
る
線
状
降

水
帯
に
よ
る
水
害
被
害
を
考

慮
し
た
計
画
の
改
定
に
向
け

て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

　

観
光
案
内
看
板
の
改
善
を

災
害
廃
棄
物
処
理
が
円
滑
に
な
る
よ
う
に

大松　喜次郎　議員
だいまつ　　 き   じ ろう

高
齢
者
の
う
つ
対
策
は

い
つ
で
も
使
え
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
を

西本　祐子　議員
にしもと　　ゆう こ

　
　
表
示
や
設
置
場
所
が
わ

か
り
に
く
い
所
も
あ
る
。
小

中
学
校
の
体
育
館
な
ど
は
い

つ
で
も
使
用
で
き
る
よ
う
、

外
に
設
置
で
き
な
い
か
。

　
　
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
24
時
間

利
用
で
き
る
と
こ
ろ
へ
の
設

置
は
。

　
　
Ａ
Ｅ
Ｄ
に
よ
る
電
気
シ

ョ
ッ
ク
な
ど
の
処
置
の
時
間

は
、
１
分
遅
れ
る
ご
と
に
救

命
率
が
10
％
ず
つ
低
下
す
る

と
い
わ
れ
て
お
り
、
少
し
で

も
早
く
使
用
す
る
こ
と
が
大

切
で
あ
る
。

　
本
町
で
も
保
健
セ
ン
タ
ー

な
ど
の
公
共
施
設
や
幼
小
中

学
校
な
ど
に
設
置
さ
れ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
保
健
セ
ン

タ
ー
を
は
じ
め
、
各
公
共
施

設
22
か
所
と
消
防
車
両
の
23

台
設
置
し
て
い
る
。
設
置
場

所
に
つ
い
て
責
任
者
は
把
握

る
が
、
常
駐
の
ス
タ
ッ
フ
は

設
置
場
所
を
把
握
し
て
い
る

の
か
。
ま
た
使
い
方
の
講
習

は
受
け
て
い
る
の
か
。

し
て
い
る
が
、
今
後
は
ス
タ

ッ
フ
全
員
に
周
知
徹
底
し
た

い
。
講
習
が
で
き
て
い
な
い

と
こ
ろ
は
進
め
て
い
く
。

　
　
　
　
　
　
　
学
校
と
も

協
議
し
て
検
討
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
豊

市
な
ど
で
は
コ
ン
ビ
ニ
と
協

定
を
結
ん
で
設
置
し
て
い
る
。

　
　
高
齢
者
の
う
つ
は
認
知

機
能
の
低
下
と
並
ん
で
危
惧

さ
れ
る
。
大
切
な
人
と
の
別

れ
や
自
分
の
病
気
、
居
住
環

境
の
変
化
、
社
会
的
な
孤
立

な
ど
の
誘
因
が
あ
る
。

　
高
齢
者
の
う
つ
は
認
知
症

と
間
違
え
ら
れ
や
す
い
が
、

早
期
発
見
し
て
治
療
す
る
こ

と
が
で
き
、
そ
の
後
認
知
症

に
な
る
リ
ス
ク
を
減
ら
せ
る
。

さ
ま
ざ
ま
な
介
護
予
防
事
業

を
し
て
い
る
が
、
高
齢
者
の

う
つ
に
対
し
て
は
ど
う
な
の

か
。

　
　
保
健
師
な
ど
の
訪
問
は

大
切
だ
が
、
手
が
足
り
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
う
つ
を

防
ぐ
た
め
に
は
人
と
の
交
流

を
持
ち
続
け
る
こ
と
や
適
度

な
運
動
、
バ
ラ
ン
ス
の
良
い

食
生
活
な
ど
が
重
要
で
あ
る
。

本
町
で
は
作
品
づ
く
り
や
音

楽
鑑
賞
な
ど
で
交
流
を
図
る

集
い
の
場
づ
く
り
や
健
康
・

栄
養
教
室
な
ど
を
行
っ
て
い

る
。
ま
た
、
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
に
専
門
職
に
よ
る

相
談
体
制
を
整
備
し
、
高
齢

者
の
う
つ
病
予
防
に
努
め
て

い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
高
齢
者

に
は
い
ろ
い
ろ
な
見
守
り
が

必
要
で
あ
る
。
地
域
の
サ
ポ

ー
ト
体
制
や
相
談
体
制
を
強

化
し
て
い
く
。

と
思
わ
れ
る
。
老
人
会
女
性

委
員
の
友
愛
訪
問
を
参
考
に
、

介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
さ
ん

な
ど
に
も
協
力
し
て
も
ら
っ

て
は
。

コンビニ内に設置された
AED（三豊市内）
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問

問

問

問

問

問

問

問 北
山
危
機
管
理
課
主
幹

北
山
危
機
管
理
課
主
幹

小
西
住
民
生
活
課
長

北
山
危
機
管
理
課
主
幹

1011

一
般
質
問

一
般
質
問

大
利
地
域
整
備
課
長

大
利
地
域
整
備
課
長
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北
山
危
機
管
理
課
主
幹

北
山
危
機
管
理
課
主
幹

北
山
危
機
管
理
課
主
幹

田村　充　議員 沼田　友紀　議員

指
定
避
難
所
利
用
に
つ
い
て

ぬま た          ゆ  きた  むら　 みつる

線
状
降
水
帯
対
応
を
含
む
水
害
対
策

　
　
都
市
が
冠
水
し
た
り
マ
ン

ホ
ー
ル
が
飛
び
上
が
っ
た
り
す

る
映
像
が
報
道
さ
れ
る
水
害
が

１
時
間
に
100
㎜
の
雨
量
と
い
う
。

町
に
お
い
て
も
時
間
100
㎜
の
降

雨
が
あ
れ
ば
起
こ
り
得
る
か
。

　
　
「
備
蓄
」
の
言
葉
が
先
行

し
て
盲
点
に
な
る
。
改
め
て
地

震
等
の
予
期
せ
ぬ
災
害
で
は
な

く
、
台
風
や
水
害
と
い
っ
た
事

前
予
測
さ
れ
る
場
合
の
避
難
に

つ
い
て
は
、
飲
食
物
の
町
備
蓄

品
開
放
は
し
な
い
か
再
度
伺
う
。

　
　
全
戸
配
布
さ
れ
た
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
冊
子
に
河
川
氾
濫
の

ペ
ー
ジ
が
あ
り
、
土
器
川
氾
濫

の
場
合
町
全
域
が
浸
水
し
て
い

る
表
示
と
な
っ
て
い
る
が
、
町

内
の
高
低
差
や
排
水
機
能
に
応

じ
た
降
水
に
よ
る
被
害
想
定
や

内
水
氾
濫
の
場
所
を
細
か
く
情

報
提
供
で
き
な
い
か
。

　
　
先
般
台
風
10
号
の
際
、
高

齢
者
等
避
難
の
対
応
が
さ
れ
た
。

そ
の
際
、
防
災
無
線
で
は
な
く

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
避
難
所
に

飲
食
物
持
参
と
掲
載
が
あ
っ
た
。

食
料
を
持
参
し
て
避
難
す
る
と

い
う
認
識
で
良
い
か
。

　
　
線
状
降
水
帯
の
発
生
が

全
国
各
地
で
頻
発
し
水
害
が

相
次
い
で
い
る
。
水
害
を
防

ぐ
町
の
平
時
の
取
り
組
み
と

線
状
降
水
帯
の
事
前
予
測
さ

れ
る
場
合
の
対
応
は
。

      

　
　
　
　
　
　
平
時
は

河
川
施
設
や
排
水
施
設
の
維

持
管
理
、
梅
雨
時
期
や
台
風

接
近
に
伴
う
降
雨
な
ど
、
ま

た
線
状
降
水
帯
が
予
測
さ
れ

る
場
合
に
は
主
要
水
路
や
排

水
桝
の
清
掃
を
行
っ
て
い
る
。

　
浸
水
対
策
と
し
て
は
、
過

去
の
床
下
浸
水
等
の
被
害
か

ら
、
町
内
３
カ
所
に
雨
水
貯

留
槽
を
整
備
し
て
い
る
が
、

各
施
設
の
持
つ
能
力
を
超
え

る
よ
う
な
降
雨
の
可
能
性
は

否
定
で
き
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
浸
水
対

策
と
し
て
雨
水
貯
留
槽
な
ど

設
置
し
て
い
る
が
、
道
路
冠

水
等
の
被
害
が
発
生
す
る
恐

れ
は
高
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
水

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
町
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
掲
載
し
て

い
る
。
全
戸
配
布
し
て
い
る

紙
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
は
、

令
和
７
年
に
南
海
ト
ラ
フ
地

震
の
県
の
被
害
想
定
見
直
し

が
あ
り
、
そ
の
際
に
合
わ
せ

て
更
新
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
飲
食

物
を
含
む
各
家
庭
の
様
々
な

備
蓄
品
の
中
か
ら
必
要
な
も

の
を
持
っ
て
避
難
し
て
ほ
し

い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
基
本

的
に
し
な
い
。
毛
布
や
テ
ン

ト
は
あ
る
。
今
後
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
等
で
何
を
用
意
し
て
い

る
か
と
い
う
情
報
に
つ
い
て

発
信
し
て
い
く
。

　
し
か
し
、
予
期
せ
ぬ
地
震

に
対
し
て
も
、
持
ち
運
び
可

能
な
備
蓄
品
は
避
難
所
に
持

っ
て
き
て
ほ
し
い
。

　
　
災
害
発
生
時
に
住
民
が

安
全
に
避
難
で
き
る
施
設
と

し
て
指
定
避
難
所
が
設
定
さ

れ
て
い
る
が
、
地
震
等
の
災

害
の
際
町
民
の
何
割
が
指
定

避
難
所
を
利
用
す
る
想
定
を

し
て
い
る
の
か
。

　
そ
の
根
拠
は
。

　
　
「
家
庭
用
ポ
ー
タ
ブ
ル

蓄
電
池
」
を
利
用
す
る
と
家

庭
で
非
常
用
の
電
源
を
確
保

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
災
害

発
生
時
の
非
常
用
電
源
の
確

保
な
ど
を
目
的
と
し
て
購
入

補
助
を
行
っ
て
い
る
他
自
治

　
　
宇
多
津
町
は
集
合
住
宅

が
多
い
と
い
う
特
性
も
あ
る

か
と
思
う
。
そ
ち
ら
も
加
味

し
、
指
定
避
難
所
を
安
心
し

て
利
用
し
て
も
ら
う
た
め
の

対
策
を
様
々
な
角
度
か
ら
進

め
て
も
ら
い
た
い
が
ど
う
か
。

　
　
内
閣
府
の
南
海
ト
ラ
フ

大
地
震
の
被
害
想
定
に
よ
る

と
発
災
後
大
規
模
な
停
電
が

起
こ
り
１
日
か
ら
３
日
で
ほ

ぼ
す
べ
て
の
家
庭
で
電
気
が

復
旧
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
香
川

県
地
震
津
波
被
害
想
定
第
二

次
発
表
で
は
、
最
大
ク
ラ
ス

の
南
海
ト
ラ
フ
地
震
が
発
生

し
た
場
合
２
３
０
０
人
が
避

難
所
に
避
難
す
る
と
想
定
さ

れ
て
い
る
。
８
月
１
日
現
在

の
人
口
の
約
12
％
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
指
定

避
難
所
に
大
勢
の
方
が
押
し

寄
せ
れ
ば
対
応
は
難
し
く
な

る
と
考
え
る
。

　
家
庭
で
の
備
蓄
品
の
中
に

夏
用
の
も
の
を
取
り
入
れ
て

お
く
こ
と
も
大
切
で
あ
る
。

そ
の
他
の
質
問

　

ご
み
の
散
乱
対
策
は

　
し
か
し
、
夏
の
暑
さ
を
含

む
昨
今
の
気
象
の
中
で
エ
ア

コ
ン
等
な
し
で
過
ご
す
に
は

限
界
が
あ
る
。
暑
さ
な
ど
の

影
響
か
ら
エ
ア
コ
ン
が
使
用

で
き
る
避
難
所
へ
避
難
を
す

る
人
が
増
え
る
の
で
は
な
い

か
。
対
応
で
き
る
の
か
。

体
も
あ
る
。
宇
多
津
町
で
も

各
家
庭
の
非
常
電
源
の
確
保
、

避
難
所
の
過
密
防
止
の
た
め

「
家
庭
用
ポ
ー
タ
ブ
ル
蓄
電

池
」
の
購
入
補
助
を
し
て
は

ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
災
害
や

非
常
時
に
備
え
る
手
段
と
し

て
県
及
び
近
隣
市
町
の
動
向

を
注
視
し
調
査
研
究
を
進
め

て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
指
定

避
難
所
で
の
環
境
づ
く
り
に

つ
い
て
は
、
今
後
も
対
策
を

と
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。
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指
定
避
難
所
利
用
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い
て
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線
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降
水
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対
応
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害
対
策

　
　
都
市
が
冠
水
し
た
り
マ
ン

ホ
ー
ル
が
飛
び
上
が
っ
た
り
す

る
映
像
が
報
道
さ
れ
る
水
害
が

１
時
間
に
100
㎜
の
雨
量
と
い
う
。

町
に
お
い
て
も
時
間
100
㎜
の
降

雨
が
あ
れ
ば
起
こ
り
得
る
か
。

　
　
「
備
蓄
」
の
言
葉
が
先
行

し
て
盲
点
に
な
る
。
改
め
て
地

震
等
の
予
期
せ
ぬ
災
害
で
は
な

く
、
台
風
や
水
害
と
い
っ
た
事

前
予
測
さ
れ
る
場
合
の
避
難
に

つ
い
て
は
、
飲
食
物
の
町
備
蓄

品
開
放
は
し
な
い
か
再
度
伺
う
。

　
　
全
戸
配
布
さ
れ
た
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
冊
子
に
河
川
氾
濫
の

ペ
ー
ジ
が
あ
り
、
土
器
川
氾
濫

の
場
合
町
全
域
が
浸
水
し
て
い

る
表
示
と
な
っ
て
い
る
が
、
町

内
の
高
低
差
や
排
水
機
能
に
応

じ
た
降
水
に
よ
る
被
害
想
定
や

内
水
氾
濫
の
場
所
を
細
か
く
情

報
提
供
で
き
な
い
か
。

　
　
先
般
台
風
10
号
の
際
、
高

齢
者
等
避
難
の
対
応
が
さ
れ
た
。

そ
の
際
、
防
災
無
線
で
は
な
く

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
避
難
所
に

飲
食
物
持
参
と
掲
載
が
あ
っ
た
。

食
料
を
持
参
し
て
避
難
す
る
と

い
う
認
識
で
良
い
か
。

　
　
線
状
降
水
帯
の
発
生
が

全
国
各
地
で
頻
発
し
水
害
が

相
次
い
で
い
る
。
水
害
を
防

ぐ
町
の
平
時
の
取
り
組
み
と

線
状
降
水
帯
の
事
前
予
測
さ

れ
る
場
合
の
対
応
は
。

      
　
　
　
　
　
　
平
時
は

河
川
施
設
や
排
水
施
設
の
維

持
管
理
、
梅
雨
時
期
や
台
風

接
近
に
伴
う
降
雨
な
ど
、
ま

た
線
状
降
水
帯
が
予
測
さ
れ

る
場
合
に
は
主
要
水
路
や
排

水
桝
の
清
掃
を
行
っ
て
い
る
。

　
浸
水
対
策
と
し
て
は
、
過

去
の
床
下
浸
水
等
の
被
害
か

ら
、
町
内
３
カ
所
に
雨
水
貯

留
槽
を
整
備
し
て
い
る
が
、

各
施
設
の
持
つ
能
力
を
超
え

る
よ
う
な
降
雨
の
可
能
性
は

否
定
で
き
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
浸
水
対

策
と
し
て
雨
水
貯
留
槽
な
ど

設
置
し
て
い
る
が
、
道
路
冠

水
等
の
被
害
が
発
生
す
る
恐

れ
は
高
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
水

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
町
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
掲
載
し
て

い
る
。
全
戸
配
布
し
て
い
る

紙
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
は
、

令
和
７
年
に
南
海
ト
ラ
フ
地

震
の
県
の
被
害
想
定
見
直
し

が
あ
り
、
そ
の
際
に
合
わ
せ

て
更
新
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
飲
食

物
を
含
む
各
家
庭
の
様
々
な

備
蓄
品
の
中
か
ら
必
要
な
も

の
を
持
っ
て
避
難
し
て
ほ
し

い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
基
本

的
に
し
な
い
。
毛
布
や
テ
ン

ト
は
あ
る
。
今
後
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
等
で
何
を
用
意
し
て
い

る
か
と
い
う
情
報
に
つ
い
て

発
信
し
て
い
く
。

　
し
か
し
、
予
期
せ
ぬ
地
震

に
対
し
て
も
、
持
ち
運
び
可

能
な
備
蓄
品
は
避
難
所
に
持

っ
て
き
て
ほ
し
い
。

　
　
災
害
発
生
時
に
住
民
が

安
全
に
避
難
で
き
る
施
設
と

し
て
指
定
避
難
所
が
設
定
さ

れ
て
い
る
が
、
地
震
等
の
災

害
の
際
町
民
の
何
割
が
指
定

避
難
所
を
利
用
す
る
想
定
を

し
て
い
る
の
か
。

　
そ
の
根
拠
は
。

　
　
「
家
庭
用
ポ
ー
タ
ブ
ル

蓄
電
池
」
を
利
用
す
る
と
家

庭
で
非
常
用
の
電
源
を
確
保

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
災
害

発
生
時
の
非
常
用
電
源
の
確

保
な
ど
を
目
的
と
し
て
購
入

補
助
を
行
っ
て
い
る
他
自
治

　
　
宇
多
津
町
は
集
合
住
宅

が
多
い
と
い
う
特
性
も
あ
る

か
と
思
う
。
そ
ち
ら
も
加
味

し
、
指
定
避
難
所
を
安
心
し

て
利
用
し
て
も
ら
う
た
め
の

対
策
を
様
々
な
角
度
か
ら
進

め
て
も
ら
い
た
い
が
ど
う
か
。

　
　
内
閣
府
の
南
海
ト
ラ
フ

大
地
震
の
被
害
想
定
に
よ
る

と
発
災
後
大
規
模
な
停
電
が

起
こ
り
１
日
か
ら
３
日
で
ほ

ぼ
す
べ
て
の
家
庭
で
電
気
が

復
旧
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
香
川

県
地
震
津
波
被
害
想
定
第
二

次
発
表
で
は
、
最
大
ク
ラ
ス

の
南
海
ト
ラ
フ
地
震
が
発
生

し
た
場
合
２
３
０
０
人
が
避

難
所
に
避
難
す
る
と
想
定
さ

れ
て
い
る
。
８
月
１
日
現
在

の
人
口
の
約
12
％
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
指
定

避
難
所
に
大
勢
の
方
が
押
し

寄
せ
れ
ば
対
応
は
難
し
く
な

る
と
考
え
る
。

　
家
庭
で
の
備
蓄
品
の
中
に

夏
用
の
も
の
を
取
り
入
れ
て

お
く
こ
と
も
大
切
で
あ
る
。

そ
の
他
の
質
問

　

ご
み
の
散
乱
対
策
は

　
し
か
し
、
夏
の
暑
さ
を
含

む
昨
今
の
気
象
の
中
で
エ
ア

コ
ン
等
な
し
で
過
ご
す
に
は

限
界
が
あ
る
。
暑
さ
な
ど
の

影
響
か
ら
エ
ア
コ
ン
が
使
用

で
き
る
避
難
所
へ
避
難
を
す

る
人
が
増
え
る
の
で
は
な
い

か
。
対
応
で
き
る
の
か
。

体
も
あ
る
。
宇
多
津
町
で
も

各
家
庭
の
非
常
電
源
の
確
保
、

避
難
所
の
過
密
防
止
の
た
め

「
家
庭
用
ポ
ー
タ
ブ
ル
蓄
電

池
」
の
購
入
補
助
を
し
て
は

ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
災
害
や

非
常
時
に
備
え
る
手
段
と
し

て
県
及
び
近
隣
市
町
の
動
向

を
注
視
し
調
査
研
究
を
進
め

て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
指
定

避
難
所
で
の
環
境
づ
く
り
に

つ
い
て
は
、
今
後
も
対
策
を

と
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。
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ま
ん
で
が
ん
体
操
の
更
な
る
支
援
を

　
　
十
分
な
対
応
を
し
て
頂

け
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
ま

ん
で
が
ん
体
操
に
新
し
い
風

を
吹
か
し
、
参
加
者
増
加
に

期
待
し
て
、
高
齢
者
が
生
き

生
き
と
し
た
健
康
長
寿
の
ま

ち
宇
多
津
町
と
な
り
、
住
民

同
士
の
交
流
の
場
と
し
て
、

自
治
会
の
加
入
促
進
、
自
主

防
災
組
織
参
加
へ
の
意
識
向

上
な
ど
に
一
躍
か
う
場
に
な

り
、
健
康
促
進
に
よ
り
保
険

給
付
費
の
抑
制
の
一
助
と
な

る
こ
と
も
祈
念
し
、
住
民
の

命
と
財
産
を
守
る
た
め
に
も
、

必
要
な
支
援
と
思
う
。
早
急

な
る
側
面
支
援
の
検
討
を
求

め
る
。

　
　
要
望
が
多
か
っ
た
２
点
、

参
加
者
の
負
担
軽
減
の
た
め
、

キ
ャ
ス
タ
ー
付
き
移
動
歌
詞

カ
ー
ド
掛
け
、
破
損
時
の
Ｃ

Ｄ
ラ
ジ
カ
セ
等
使
用
機
材
の

購
入
配
布
は
可
能
か
伺
う
。

　
　
令
和
４
年
７
月
〜
令
和

６
年
９
月
現
在
、
ま
ん
で
が

ん
体
操
31
地
域
中
28
地
域
に

出
向
き
、
意
見
、
要
望
を
聞

い
て
参
っ
た
。
現
在
の
状
況

と
側
面
支
援
の
費
用
額
、
重

複
し
た
７
項
目
の
意
見
要
望

の
実
現
が
可
能
か
伺
う
。

      

　
　
　
　
　
　
関
係
諸

団
体
の
ご
協
力
に
よ
り
、
新

た
に
田
町
北
地
区
で
創
立
し
、

現
在
31
団
体
30
地
区
で
実
施
、

登
録
者
数
は
391
人
で
、
健
康

運
動
士
の
派
遣
、
体
力
測
定
、

栄
養
教
室
、
脳
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
の
開
催
、
講
師
派
遣
費
、

普
及
啓
発
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
費
、

親
睦
を
目
的
と
し
た
研
修
の

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
利
用
費
な
ど

の
助
成
費
147
万
と
な
っ
て
い

る
。
要
望
意
見
に
対
し
て
は
、

要
望
が
あ
れ
ば
講
師
派
遣
を

検
討
、
広
報
誌
や
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
で
周
知
し
新
規
参
加
者

の
増
加
と
リ
ー
ダ
ー
育
成
に

繋
げ
て
い
く
。
ま
ん
で
が
ん

体
操
パ
ー
ト
２
は
著
作
権
関

係
を
考
慮
し
て
検
討
、
脳
ト

レ
は
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
グ

ッ
ズ
で
対
応
、
２
度
の
親
睦

旅
行
は
限
ら
れ
た
予
算
の
中

で
全
団
体
が
実
施
で
き
る
よ

う
に
年
１
度
と
さ
せ
て
い
た

だ
く
。

　
　
　
　
　
本
当
に
貴
重
な

ご
意
見
に
感
謝
す
る
。
31
団

体
も
あ
る
の
で
他
に
も
意
見

要
望
が
あ
る
と
想
像
す
る
。

私
自
身
が
代
表
者
と
意
見
、

宮本　敦夫　議員
みやもと　   あつ  お

情
報
、
共
有
情
報
交
換
の
機

会
を
設
け
、
生
の
声
を
お
聞

き
し
十
分
な
対
応
を
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
私
が
代
表
者
に

直
接
お
話
を
聞
き
、
担
当
の

者
に
指
示
を
私
か
ら
出
し
て

お
く
。

災
害
時
対
応
の
準
備
を

藤本　和代　議員
ふじもと      かず よ

　
　
非
常
用
備
蓄
ボ
ッ
ク
ス

に
は
様
々
な
仕
様
が
あ
る
の

で
、
前
向
き
に
考
え
て
い
た

だ
け
な
い
か
伺
う
。

　
　
能
登
半
島
地
震
を
は
じ

め
、
震
度
５
ク
ラ
ス
の
地
震

が
多
発
し
て
い
る
。
香
川
県

の
地
震
発
生
時
、
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
に
閉
じ
込
め
ら
れ
る
事

案
は
１
２
０
０
件
と
想
定
さ

れ
て
い
る
。
救
出
に
は
半
日

を
要
し
、
暗
い
箱
の
中
で
待

つ
要
救
助
者
は
不
安
で
精
神

的
に
も
肉
体
的
に
も
ス
ト
レ

ス
と
な
る
。
本
町
に
お
い
て

も
発
生
の
可
能
性
が
あ
る
為
、

町
の
関
係
施
設
エ
レ
ベ
ー
タ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
町
関

係
施
設
は
庁
舎
本
館
・
西
館
、

保
健
セ
ン
タ
ー
、
あ
み
の
う

ら
交
流
セ
ン
タ
ー
、
ユ
ー
プ

ラ
ザ
う
た
づ
で
あ
り
、
震
度

５
強
以
上
で
は
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
の
被
害
予
想
も
さ
れ
て
い

る
。
「
非
常
用
防
災
備
蓄
ボ

ッ
ク
ス
」
を
設
置
し
た
場
合

の
十
分
な
ス
ペ
ー
ス
の
確
保

に
つ
い
て
課
題
が
あ
る
と
考

え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
ペ

ー
ス
や
費
用
面
、
水
や
食
料

を
入
れ
た
場
合
の
ロ
ー
リ
ン

グ
作
業
と
い
っ
た
こ
と
を
踏

ー
内
に
「
非
常
用
防
災
備
蓄

ボ
ッ
ク
ス
」
の
設
置
を
し
て

は
ど
う
か
伺
う
。

災
害
に
備
え
る
町
づ
く
り
に
つ
い
て

　
　
暗
い
所
で
は
現
在
、
指

定
避
難
所
の
標
識
す
ら
見
え

な
い
。
夜
間
光
る
ソ
ー
ラ
ー

パ
ネ
ル
が
搭
載
さ
れ
た
タ
イ

　
　
昼
夜
問
わ
ず
起
こ
る
地

震
。
停
電
に
よ
り
町
全
体
が

暗
闇
に
な
る
。
指
定
避
難
所

に
灯
り
が
あ
れ
ば
避
難
す
る

方
向
が
分
か
り
、
避
難
所
で

の
精
神
的
不
安
を
和
ら
げ
る

と
言
わ
れ
て
い
る
。
防
災
公

園
を
設
置
す
る
自
治
体
も
あ

る
が
灯
り
確
保
に
向
け
屋
外

　
　
　
　
　
　
　
　
　
指
定

避
難
所
に
行
く
た
め
に
は
事

前
に
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
等
で

避
難
所
の
位
置
を
確
認
し
て

い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
香
川

県
防
災
ナ
ビ
ア
プ
リ
で
は
、

開
設
中
の
避
難
所
が
確
認
で

き
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
現
在

の
と
こ
ろ
導
入
は
難
し
い
と

考
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
劣
化

状
況
を
見
な
が
ら
、
更
新
す

る
際
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

ま
え
な
が
ら
検
討
し
て
い
き

た
い
。
ま
た
、
こ
の
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
へ
の
「
非
常
用
防
災

備
蓄
ボ
ッ
ク
ス
」
の
設
置
の

み
な
ら
ず
、
今
後
ど
う
い
っ

た
防
災
・
減
災
対
策
を
講
じ

て
い
く
べ
き
か
精
査
し
て
い

き
た
い
。

用
の
非
常
灯
照
明
の
導
入
に

つ
い
て
伺
う
。

プ
に
変
え
れ
な
い
か
伺
う
。
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木
谷
保
健
福
祉
課
長

谷
川
町
長

谷
川
町
長

北
山
危
機
管
理
課
主
幹

ま
ん
で
が
ん
体
操
の
更
な
る
支
援
を

　
　
十
分
な
対
応
を
し
て
頂

け
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
ま

ん
で
が
ん
体
操
に
新
し
い
風

を
吹
か
し
、
参
加
者
増
加
に

期
待
し
て
、
高
齢
者
が
生
き

生
き
と
し
た
健
康
長
寿
の
ま

ち
宇
多
津
町
と
な
り
、
住
民

同
士
の
交
流
の
場
と
し
て
、

自
治
会
の
加
入
促
進
、
自
主

防
災
組
織
参
加
へ
の
意
識
向

上
な
ど
に
一
躍
か
う
場
に
な

り
、
健
康
促
進
に
よ
り
保
険

給
付
費
の
抑
制
の
一
助
と
な

る
こ
と
も
祈
念
し
、
住
民
の

命
と
財
産
を
守
る
た
め
に
も
、

必
要
な
支
援
と
思
う
。
早
急

な
る
側
面
支
援
の
検
討
を
求

め
る
。

　
　
要
望
が
多
か
っ
た
２
点
、

参
加
者
の
負
担
軽
減
の
た
め
、

キ
ャ
ス
タ
ー
付
き
移
動
歌
詞

カ
ー
ド
掛
け
、
破
損
時
の
Ｃ

Ｄ
ラ
ジ
カ
セ
等
使
用
機
材
の

購
入
配
布
は
可
能
か
伺
う
。

　
　
令
和
４
年
７
月
〜
令
和

６
年
９
月
現
在
、
ま
ん
で
が

ん
体
操
31
地
域
中
28
地
域
に

出
向
き
、
意
見
、
要
望
を
聞

い
て
参
っ
た
。
現
在
の
状
況

と
側
面
支
援
の
費
用
額
、
重

複
し
た
７
項
目
の
意
見
要
望

の
実
現
が
可
能
か
伺
う
。

      

　
　
　
　
　
　
関
係
諸

団
体
の
ご
協
力
に
よ
り
、
新

た
に
田
町
北
地
区
で
創
立
し
、

現
在
31
団
体
30
地
区
で
実
施
、

登
録
者
数
は
391
人
で
、
健
康

運
動
士
の
派
遣
、
体
力
測
定
、

栄
養
教
室
、
脳
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
の
開
催
、
講
師
派
遣
費
、

普
及
啓
発
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
費
、

親
睦
を
目
的
と
し
た
研
修
の

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
利
用
費
な
ど

の
助
成
費
147
万
と
な
っ
て
い

る
。
要
望
意
見
に
対
し
て
は
、

要
望
が
あ
れ
ば
講
師
派
遣
を

検
討
、
広
報
誌
や
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
で
周
知
し
新
規
参
加
者

の
増
加
と
リ
ー
ダ
ー
育
成
に

繋
げ
て
い
く
。
ま
ん
で
が
ん

体
操
パ
ー
ト
２
は
著
作
権
関

係
を
考
慮
し
て
検
討
、
脳
ト

レ
は
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
グ

ッ
ズ
で
対
応
、
２
度
の
親
睦

旅
行
は
限
ら
れ
た
予
算
の
中

で
全
団
体
が
実
施
で
き
る
よ

う
に
年
１
度
と
さ
せ
て
い
た

だ
く
。

　
　
　
　
　
本
当
に
貴
重
な

ご
意
見
に
感
謝
す
る
。
31
団

体
も
あ
る
の
で
他
に
も
意
見

要
望
が
あ
る
と
想
像
す
る
。

私
自
身
が
代
表
者
と
意
見
、

宮本　敦夫　議員
みやもと　   あつ  お

情
報
、
共
有
情
報
交
換
の
機

会
を
設
け
、
生
の
声
を
お
聞

き
し
十
分
な
対
応
を
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
私
が
代
表
者
に

直
接
お
話
を
聞
き
、
担
当
の

者
に
指
示
を
私
か
ら
出
し
て

お
く
。

災
害
時
対
応
の
準
備
を

藤本　和代　議員
ふじもと      かず よ

　
　
非
常
用
備
蓄
ボ
ッ
ク
ス

に
は
様
々
な
仕
様
が
あ
る
の

で
、
前
向
き
に
考
え
て
い
た

だ
け
な
い
か
伺
う
。

　
　
能
登
半
島
地
震
を
は
じ

め
、
震
度
５
ク
ラ
ス
の
地
震

が
多
発
し
て
い
る
。
香
川
県

の
地
震
発
生
時
、
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
に
閉
じ
込
め
ら
れ
る
事

案
は
１
２
０
０
件
と
想
定
さ

れ
て
い
る
。
救
出
に
は
半
日

を
要
し
、
暗
い
箱
の
中
で
待

つ
要
救
助
者
は
不
安
で
精
神

的
に
も
肉
体
的
に
も
ス
ト
レ

ス
と
な
る
。
本
町
に
お
い
て

も
発
生
の
可
能
性
が
あ
る
為
、

町
の
関
係
施
設
エ
レ
ベ
ー
タ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
町
関

係
施
設
は
庁
舎
本
館
・
西
館
、

保
健
セ
ン
タ
ー
、
あ
み
の
う

ら
交
流
セ
ン
タ
ー
、
ユ
ー
プ

ラ
ザ
う
た
づ
で
あ
り
、
震
度

５
強
以
上
で
は
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
の
被
害
予
想
も
さ
れ
て
い

る
。
「
非
常
用
防
災
備
蓄
ボ

ッ
ク
ス
」
を
設
置
し
た
場
合

の
十
分
な
ス
ペ
ー
ス
の
確
保

に
つ
い
て
課
題
が
あ
る
と
考

え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
ペ

ー
ス
や
費
用
面
、
水
や
食
料

を
入
れ
た
場
合
の
ロ
ー
リ
ン

グ
作
業
と
い
っ
た
こ
と
を
踏

ー
内
に
「
非
常
用
防
災
備
蓄

ボ
ッ
ク
ス
」
の
設
置
を
し
て

は
ど
う
か
伺
う
。

災
害
に
備
え
る
町
づ
く
り
に
つ
い
て

　
　
暗
い
所
で
は
現
在
、
指

定
避
難
所
の
標
識
す
ら
見
え

な
い
。
夜
間
光
る
ソ
ー
ラ
ー

パ
ネ
ル
が
搭
載
さ
れ
た
タ
イ

　
　
昼
夜
問
わ
ず
起
こ
る
地

震
。
停
電
に
よ
り
町
全
体
が

暗
闇
に
な
る
。
指
定
避
難
所

に
灯
り
が
あ
れ
ば
避
難
す
る

方
向
が
分
か
り
、
避
難
所
で

の
精
神
的
不
安
を
和
ら
げ
る

と
言
わ
れ
て
い
る
。
防
災
公

園
を
設
置
す
る
自
治
体
も
あ

る
が
灯
り
確
保
に
向
け
屋
外

　
　
　
　
　
　
　
　
　
指
定

避
難
所
に
行
く
た
め
に
は
事

前
に
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
等
で

避
難
所
の
位
置
を
確
認
し
て

い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
香
川

県
防
災
ナ
ビ
ア
プ
リ
で
は
、

開
設
中
の
避
難
所
が
確
認
で

き
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
現
在

の
と
こ
ろ
導
入
は
難
し
い
と

考
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
劣
化

状
況
を
見
な
が
ら
、
更
新
す

る
際
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

ま
え
な
が
ら
検
討
し
て
い
き

た
い
。
ま
た
、
こ
の
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
へ
の
「
非
常
用
防
災

備
蓄
ボ
ッ
ク
ス
」
の
設
置
の

み
な
ら
ず
、
今
後
ど
う
い
っ

た
防
災
・
減
災
対
策
を
講
じ

て
い
く
べ
き
か
精
査
し
て
い

き
た
い
。

用
の
非
常
灯
照
明
の
導
入
に

つ
い
て
伺
う
。

プ
に
変
え
れ
な
い
か
伺
う
。
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問

問

問

問 問原
岡
教
育
次
長

原
岡
教
育
次
長

原
岡
教
育
次
長

原
岡
教
育
次
長

原
岡
教
育
次
長

神出　佳宏　議員
かん で　　 よしひろ

少
人
数
学
級
と
教
員
の
処
遇
改
善
を

　
　
教
員
の
志
望
者
数
が
減

っ
て
い
る
要
因
に
教
員
の
多

忙
が
あ
る
。
負
担
軽
減
の
意

味
か
ら
も
少
人
数
学
級
が
必

要
で
あ
る
と
考
え
、
再
度
伺

う
。

　
　
教
職
員
配
置
は
県
の
権

限
と
い
う
こ
と
は
理
解
し
て

い
る
が
、
町
と
し
て
教
員
の

処
遇
改
善
を
目
指
そ
う
と
い

う
姿
勢
が
見
え
る
よ
う
に
し

て
ほ
し
い
。

　
町
教
委
と
し
て
県
へ
の
教

員
の
加
配
に
つ
い
て
通
級
学

級
だ
け
で
な
く
、
全
体
的
な

配
置
と
し
て
要
望
し
て
い
く

べ
き
と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

　
　
教
員
の
負
担
軽
減
は
待

っ
た
な
し
の
課
題
で
あ
り
、

教
員
の
過
負
担
が
子
ど
も
た

ち
の
教
育
に
悪
影
響
が
出
る

こ
と
は
否
め
な
い
。
町
単
独

で
も
減
ら
す
取
り
組
み
の
検

討
を
。

　
　
現
状
、
教
員
の
中
で
特

に
担
任
の
負
担
が
重
い
と
い

わ
れ
る
中
、
そ
の
負
担
軽
減

や
子
ど
も
た
ち
の
学
力
保
障

　
　
少
人
数
学
級
は
教
育
の

質
を
さ
ら
に
向
上
さ
せ
る
た

め
に
避
け
て
は
通
れ
な
い
課

題
と
考
え
る
。
前
回
の
答
弁

は
１
ク
ラ
ス
あ
た
り
の
定
員

と
教
職
員
の
定
数
が
県
教
委

で
定
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う

こ
と
だ
っ
た
。

　
現
状
の
定
員
数
と
そ
の
経

緯
に
つ
い
て
伺
う
。

      

　
　
　
　
　
国
の
小
学

校
５
年
生
ま
で
が
35
人
と
い

う
と
こ
ろ
を
県
で
は
独
自
施

策
で
小
中
学
校
す
べ
て
１
ク

ラ
ス
あ
た
り
の
児
童
生
徒
数

は
35
人
と
し
て
い
る
。
国
の

基
準
で
は
令
和
７
年
度
か
ら

小
学
校
全
学
年
で
35
人
と
な

る
予
定
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
原
則
と
し

て
教
員
の
配
置
は
県
の
権
限

と
考
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
私
が
考
え

る
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト

に
つ
い
て
述
べ
る
。
メ
リ
ッ

ト
で
は
接
す
る
時
間
を
多
く

確
保
で
き
る
、
一
人
ひ
と
り

の
状
況
を
把
握
し
や
す
い
、

教
員
の
負
担
軽
減
が
あ
げ
ら

れ
る
。
デ
メ
リ
ッ
ト
で
は
関

係
が
濃
密
に
な
り
依
存
し
が

ち
に
な
る
、
多
様
な
考
え
や

意
見
を
出
し
合
い
、
互
い
に

学
び
あ
う
経
験
が
乏
し
く
な

る
、
児
童
生
徒
の
互
い
の
評

価
が
固
定
さ
れ
や
す
い
こ
と

が
あ
げ
ら
れ
る
。
そ
れ
を
踏

ま
え
て
定
員
数
を
下
げ
る
の

は
慎
重
で
あ
る
べ
き
と
考
え

る
。

　
　
　
　
　
　
　
負
担
軽
減

は
大
き
な
課
題
で
あ
る
。
た

だ
、
教
員
の
多
忙
に
は
様
々

な
要
因
が
あ
る
と
考
え
る
。

先
に
答
弁
し
た
通
り
、
現
時

点
で
は
こ
れ
以
上
の
少
人
数

学
級
は
慎
重
で
あ
る
べ
き
と

考
え
る
。

や
向
上
の
観
点
か
ら
１
ク
ラ

ス
あ
た
り
の
定
員
数
を
さ
ら

に
下
げ
る
べ
き
と
考
え
る
が
、

見
解
は
。

　
　
　
　
　
　
　
少
人
数
学

級
と
い
う
よ
り
、
学
校
全
体

で
教
員
の
増
員
が
必
要
だ
と

思
う
。
学
校
全
体
の
教
員
が

増
え
る
こ
と
で
学
校
の
実
情

に
応
じ
た
教
員
の
配
分
が
校

長
の
権
限
で
で
き
る
こ
と
が

望
ま
し
い
と
考
え
、
そ
の
点

を
県
に
要
望
し
て
い
る
。

・旧東京多摩青果市場の跡地に建設された防災公園と複合施設。災害時の避難所機能を
　備え、市民が利用できるアリーナやプールがある。

三鷹市中央防災公園について
東京都三鷹市

防災への取り組みとまちづくり
長野県上高井郡小布施町

デマンド交通とカスタマーハラスメント対策
栃木県下野市

総務建設常任委員会視察研修報告総務建設常任委員会視察研修報告
2024年10月７日（月）～10月９日（水）

2024年10月７日（月）～10月９日（水）

・自主防災会が全自治会にある。避難所や福祉避難所に備蓄を
　強化中。
・民間主導の町並修景で花のあるまちづくりを行う。

・平成23年にデマンドバス「おでかけ号」を運行開始。高齢者向け回数券を配布。令和
　５年からはシルバーカー・車いす持ち込み可。
・カスハラ対策として監視カメラ20台、録音機器10台設置。情報共有や講習会を実施し、
　警察と連携。

・ICT教育により学力が向上し、クラウド機能を活用した多様
　な学びが実現。

ICT教育について
埼玉県久喜市

小布施のまちづくりについて～まちじゅう図書館～
長野県上高井郡小布施町

みずほ健康ポイント・健康づくり推進委員会について
東京都西多摩郡瑞穂町

・葛飾北斎や小林一茶ゆかりの文化芸能のまちづくりを学ぶ。
　「まちじゅう図書館」は、地域の人々と本を通じた交流を
　促進し、地方創生の新しい形を提示している。

・瑞穂町の「健康づくり推進委員会」は、住民目線で健康活動を促進。スマホアプリで
　健康記録しポイントを貯め、特産品を提供。健康意識を高める取り組みが進行中。

教育民生常任委員会視察研修報告教育民生常任委員会視察研修報告
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「
災
害
級
」
と
も
言
わ
れ
た
夏
が
終

わ
り
を
告
げ
、
過
ご
し
や
す
い
季
節
と

な
り
ま
し
た
。

　
読
書
の
秋
、
と
い
う
言
葉
も
あ
り
ま

す
が
最
近
本
は
読
ん
で
い
ま
す
か
？

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
普
及
に
よ
っ
て

情
報
が
手
軽
に
手
に
入
る
よ
う
に
な
り
、

本
を
読
む
機
会
は
減
っ
て
い
る
方
も
多

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
し
か
し
、
読
書
か
ら
得
ら
れ
る
深
い

知
識
や
豊
か
な
表
現
力
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の

短
い
文
章
や
動
画
を
見
る
だ
け
で
は
な

か
な
か
身
に
つ
か
な
い
も
の
で
す
。

　
読
書
は
、
じ
っ
く
り
と
自
分
の
考
え

を
深
め
た
り
、
新
し
い
視
点
を
持
つ
き

っ
か
け
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

　
秋
の
夜
長
、
今
月
は
１
冊
興
味
の
あ

る
本
に
手
を
伸
ば
し
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
？

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
沼
田
　
友
紀
）

議
会
広
報
編
集
委
員
会

委 

員 

長
　
神
出
　
佳
宏

副
委
員
長
　
井
上
　
弘
治
　

委
　  

員
　
沼
田
　
友
紀
　

委
　  

員
　
田
村
　
　
充

委
　  

員
　
藤
本
　
和
代

発
行
責
任
者

議
　  

長
　
宮
本
　
　
隆

　このたびは議会広報モニタリングにご応募いただきましてありがとうございました。
お寄せいただいたご意見について、広報の編集で参考にして、今後の校正に反映させて
いきたいと委員一同考えております。
　
　引き続き、広報編集モニタリングをどうぞよろしくお願いいたします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　議会広報編集委員　一同

うたづ議会だよりモニター　御礼

香川県町村議会議員等研修会
令和６年８月７日

　香川県町村議会議員等研修会に、議員全員と議会事務局の皆さんと一緒に参加して

きた。

　講義のテーマは「議会改革の経緯と展望」だった。地方議会の大切な役割として、

行政をしっかりと監視することや、政策を立案することが挙げられた。これらの役割

をきちんと果たすことが、住民の皆さんからの信頼に繋がるというお話だった。

　中には、行政の監視機能を強化しながら、積極的に新しい政策を提案している議会

もある。こうした取り組みが、地域の福祉向上に結びついているということである。

　さらに、これからの議会には、行政の運営をマネジメントする役割も求められてい

るとのことだった。今回の学びを今後の議会運営にしっかりと活かしていきたいと思

う。

定例会「令和５年度一般会計歳入歳出決算認定」ほか
議員の賛否・町政を問う
一般質問「リチウム蓄電池等の回収について」ほか
委員会視察報告
うたづ議会だよりモニター御礼 ほか

5
6

2

15

1516


